
旭志のおはなし会でスタンプを集めよう！ 図書館・図書室に桜の花が咲きました♪

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
風薫る５月、図書室でおでかけ
本を借りてどこかへでかけてみ
ませんか？　　　　　　メロン

耳より情報

泗水図書館
　ぎやまん物語
　直木賞物語
　銀座千と一の物語
　スープの国のお姫様
　運命の子トリソミー
　里山資本主義
　官兵衛、駆ける。
　よふかしにんじゃ
中央公民館
　脳をリセットする 55の習慣
　世界の草木染めワイルドカラーの魅力
　
　ドール社員が教えるきょうのバナナレシピ
　高砂
　恋しくて
　へんしんレストラン
　やくそくだよじぃじ
七城公民館図書室
　オカダのはなし
　ピンザの島
　海の底のピアノ
　おからレシピ
旭志公民館図書室
　そして、星の輝く夜がくる
　簡単おしゃれ！リメイク１年生
　くしカツさんちはまんいんです
　おいし～い
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「こんなにも優しい、世界の終わりかた」
市
い ち か わ
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　日常の生活に疲れている人、
仕事に頭をかかえて、心がさ
さくれている人なんかにお薦
めしたい一冊です。この小説
の好きな所は、表現がとても
優しく、言葉の一つ一つがき
れいなことです。読み進めて
いくうちに、自分の心のモヤ
まできれいに洗い流されてい

くようでした。世界が青い光に飲み込まれていき、
終わりを迎える物語で、スッと幻想的な世界に引き
込まれてしまいます。主人公の吉沢と恋人の雪乃が
世界が終わりに近づくにつれ、純度の高い愛を育ん
でいく姿は、心温まります。
　どの登場人物も人間味がありますが、吉沢の友達
で中学３年なのにおねしょする洋幸という男の子が
心に残りました。走っている電車から飛び降り、一
瞬の景色を目に焼きつけ絵に描いたり、奇行を繰り
返し病院に入れられるのですが、「揚げ足取りばか
りする大人たちには世界の美しさは分からない」と
言ってしまう彼の世界観には共鳴しました。
　アッという間に最後のページになりますよ。

佐
さ っ さ

々幸
こ う き

紀さん
（新古閑）

　旭志のおはなし会にお越しいただくと、１回につきスタ
ンプが１個もらえます。スタンプを３個集めると手作り絵
本バッグをプレゼントします。バッグがなくなり次第終了
となります。
　おはなし会は絵本の読み聞かせ、折り紙などイベントい
っぱいです。予約は要りません。たくさんのご参加お待ち
してます。

　「第33回全国さくらシンポジウム」の開催に合わせて、
市民のメッセージや絵を描いた桜の切り絵を飾りました。

２月１日から４月６日
までの間、図書館・図
書室に桜が咲き誇り、
来館者をやさしく迎え
ていました ▼

と　き　毎月第３土曜日　午後１時30分～
ところ　旭志公民館図書室
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